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研究成果の概要（和文）：本研究では、京都の特性を「まちとくらし」・「文化の構築」・「排除と包摂」の視
点から捉え、事例研究を行った。また、様々な学問分野が交流して研究することを意識し、研究会も多数行っ
た。その結果、京都が抱える諸問題、特に暮らしの中の相互扶助性や排他性の一部を明らかにすることができた
と言えよう。多数の学会発表や論文の発表に加え、３冊の書籍の出版に寄与することができ、一定の成果があっ
たと考える。

研究成果の概要（英文）：We have three differnt point of views to understand the manifold of Kyoto 
city. Our three different point of views are "housing and living", "culture" and "exclusion and 
inclusion of divercity". From these viewpoint, we had turned to some case studies and had some our 
study group workings. As a result, we clarified those facts of mutual aid and exclusion in various 
urban communities. 
Our research contribute to publishing some academic articles and three books.

研究分野：経済史

キーワード： 京都　コミュニティ　町内会　くらし　都心回帰　包摂　排除　文化

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
都市における社会関係の多面性と相克を学際的かつ実証的に明らかにした。特に、都市祭礼を巡る住民間の相
克、在日朝鮮人を巡る諸問題を中心に研究が進み、新事実を明らかに出来たことは、京都の都市社会構造を明ら
かにしていく上で重要な成果と言えよう。これらの成果は、今後の都市社会のあり方を模索する上で、都市の多
様性の問題や都市住民が心地よく生活できる空間と人間関係のあり方を考察する一助になると考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近年、世界的な不況、環境問題の深刻化、様々な位相での格差が広がり、国民社会の枠組み
が大きく揺らぐなか、国家の限界と市場の失敗が、人類の未来に大きな影を投げかけている、
その一方で、安心や安全、真の生活の豊かさ、多文化の共存を構築するために、歴史的に形成
されてきた地域や都市、さらに地方自治・地域コミュニティのありかたが様々な観点から注目
されている。そして、「地域」は単にそれ自体で完結しているのではなく、他の地域との関連に
加えて、ナショナルおよびグルーバルスケールの影響を否が応でも受けながら存在しているこ
とが、人文・社会科学の多くの研究で明らかにされている。 
 本研究が対象とする京都は、平安時代からの歴史を持つ都市・地域である。また、「伝統」や
「歴史」が持続する一方で、工業化やグルーバル化などの影響で、近現代に大きく変容してい
る地域でもある。すなわち、京都はさまざまな時間・空間において「伝統」と「革新」の対立
や調和が見られ、持続性と変容が常に混在している状態なのである。こうした地域の構築過程
は、マクロな政治や経済、伝統芸術・文化だけではなく、京都に生きる人びとの「くらし」や
それが社会的・地理的に現れる「まち」にも垣間見ることができ、京都の独自性や奥深さ、魅
力を生み出す要因にもなっていると言えよう。 
 以上の認識のもと、申請者は同志社大学人文科学研究所内の部門研究の前身となる「持続的
創造都市：京都のくらしと「まち」の総合研究」を立ち上げ、近世後期から現代にかけての京
都の「くらし」や「まち」の変動を総合的に見据えることを目的とした研究を行ってきた。本
研究は、その研究を継続発展させることに大きな目的がある。 
 
２．研究の目的 
 以上のような背景のもと、具体的には「まちとくらし」・「文化の構築」・「排除と包摂」の 3
つの視点で、近世後期から現代にかけての京都における事例研究積み重ね、研究メンバー間の
研究交流を活発にさせることで、京都という「都市・地域」の種別性を見出すとともに、近現
代の京都をめぐる社会・政治構造の解明も目指したい。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、各自がそれぞれの研究課題を達成することを基本としながら、同志社大学人文
科学研究所を拠点に、定例研究会（年 4回）やフィールドワーク（年 2回）を通じて、メンバ
ー間の相互理解を図っていく。フィールドワークでは、実際に現地を見ることで、研究対象の
実態を理解することが可能となり、新たな知見や視点が生み出されることも予期される。それ
に加えて、アンケート調査、史料調査を適宜行いながら、実証研究を積み重ねていった。 
 
４．研究成果 
 本研究は概ね計画通りに 3年間の研究を進めてきた。研究会としては前 12 回行い、その中で
フィールドワークも執り行ってきた。また、研究会の性格としても、外部に開いた研究会も催
し、知見の交流の促進を図った。研究目的に記した 3つの視点それぞれにおいて、一定の研究
蓄積が行われ、事例を明らかにすることができた。その中で特に問題として浮かび上がるのは、
京都という都市の多様性と内実の複雑さ、また住民間での相克といったものを中心とした都市
社会関係の複雑さである。一方で、京都の都市社会における相互扶助性の実態も明らかにでき
た。この相反する作用を抱えつつも、安心安全で、真の生活の豊かさを持ち、多文化の共存す
る都市へと京都を発展させていくための方策を議論する土台となる事例研究ができたものと考
える。 
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